
シャトルバスを運行
焼山～休屋間

（20～30分間隔）

子ノ口

リストバンド提示で
商品割引などの特典

仮設トイレ
設置

ボランティアガイドによる案内
≪流れの名所体感コース≫
（石ヶ戸～雲井の滝）

ボランティアガイドによる案内
≪滝体感コース≫

（子ノ口～雲井の流れ）

・ 駐車場にマイカーを駐車
・ プロジェクト参加受付
・ シャトルバスやレンタサイクルに乗りかえ

焼山駐車場

奥入瀬渓流館
駐車場

P

P

P

休屋

リストバンド提示で
商品割引などの特典

焼山

せせらぎの音を守るため、
また渋滞解消のために、
運送業等への広域迂回の協
力をお願い

スタンプラリー
（焼山・石ケ戸・子ノ口・休屋）

参加者へ“SNSへの写真投稿”
を呼びかけ
（次年度チラシ等への写真活用）

８／２４（土）・２５（日）
両日共に１０：～１４：００

１日フリーパス 料金1,000円

８／２４（土）・２５（日）
両日共に10:00～14:00

クルマ抑制の意識を促す観光モビリティ・マネジメント

３ヶ年のプロジェクト実施から見えてきたＭＭ及び将来の問題・課題
 県内・県外ともにプロジェクト認知度が低い＝“歩く奥入瀬”の周知の低下
 週末イベント型から長期的なＭＭへの展開と広範な広報
 渓流区間内の駐車車両、観光バス等の交通量削減
 高齢者・子連れ等の奥入瀬渓流散策環境の構築
 将来の交通システムを見据えた代替交通手段の検討

“奥入瀬渓流は

歩行者のための空間へ”

３ヶ年の取り組み結果（R 2はコロナウイルス感染拡大防止のため中止、Ｒ３は 1 0月に実施予定）

将来に向けた動きとこれからの取り組み

ＭＭを継続し、将来の歩く空間について理解促進を図る
地域観光資源として「せせらぎ音を守る」ことを訴えていく
⇒体感してもらい、行動変容に繋げていくための地道な取り組み

将来に向けて

【問い合わせ】

国土交通省 東北地方整備局

青森河川国道事務所

担当：調査第二課

木村（きむら）

017-734-4570（直通）

kimura-s82ab@mlit.go.jp

効
果

課
題

奥入瀬地域の目指すべき姿を示した『奥入瀬ビジョン』の具体化
奥入瀬の未来のイメージの発信力強化（ブランディング）

⇒インフラアンバサダーの活用、若年層によるブランド力アップ情報戦略
『歩く空間』（交通規制導入）の全国広報展開
『天然の記念博物館』の運営に向けた関係者間協議等

これからの取り組み

奥入瀬渓流は、観光時の渋滞、騒音、散策者の危険

性、自然環境への影響の問題が存在

奥入瀬渓流を迂回する国道103号奥入瀬（青橅

山）バイパスが事業中

バイパス完成後は、渓流区間の交通はバイパスに転換

奥入瀬渓流区間は歩行者のための空間として活用

（交通規制の導入）

通行規制導入後の姿は、“歩く奥入瀬 天然の自然

博物館”

奥入瀬渓流の「音」を楽しむことを動機付け、 「音」を定
量的評価指標化 ※平成29年から実施

“音”を動機付けとして

交通量の削減⇒観光渋滞の解消

散策の安全性向上、環境負荷低減、
音環境向上による観光地としての魅力向上

目的１

目的２

▲“将来の通行規制導入”広報用チラシ

●

奥入瀬渓流沿いの道路、
渋滞発生時はすれ違いも困難

ＭＭ 交通規制によらない渓流区間への進入自粛を呼びかけ

協力を促す事で、地元や道路利用者の意識醸成目的３

せせらぎ音の調査結果を掲載しＰＲ

▲プロジェクト実施イメージ

ＨＰには渓流本来の音と車両通行
時の音が比較できるコンテンツでＰＲ

▲渓流案内ガイド（十和田西高（当時）及びNPO法人
十和田奥入瀬郷づくり大学のボランティア）

▲通年で通行自粛を促す
看板設置（既存案内標

識の裏面活用）

青森県十和田市

奥入瀬渓流沿いの遊歩道と
並行している国道

ＭＭ参加者《増加》
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各年で“自然環境音

出現割合“が向上
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▲MM時の自然環境音割合
増加状況（10時台 通常時比較）

車の少ない7時台は“自動車音”低下

通行自粛時間帯では15.6％向上

▲調査結果例_千筋の滝 調査結果（Ｒ1）資料：各年音環境調査

雨音が
大部分

交通量《削減》
渋滞解消に寄与

迂回路交通量《増加》
ＭＭの取り組みへの理解

奥入瀬渓本来の
せせらぎ音等を十分に体感

プロジェクト参加者の３ヶ年推移

H29 H30 R1

プロジェクト参加者
は年々増加

各年で通過交通量削減
迂回交通は3割以上増加

渓流区間の通過交通量 渓流区間の迂回交通量 プロジェクト時の“音環境”の改善状況

※ H29の通行自粛時間は10～13時の計3時間、H30・R1は10~14時の計4時間
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資料：各年プロジェクト参加者アンケート

4

シャトルバスによる散策環境利便性
（将来の“歩く奥入瀬”では、駐車場に車を止めて、シャトルバスで渓流間を送迎予定）

参加者の滞在時間推移
駐車場所の心配が無く、シャトルバスが利用できるために

ゆっくり・ゆったりした散策を楽しむ事が出来る

プロジェクトへの参加理由

23%

28%

31%

53%

2%

0%

13%

1%

16%

6%

1%

28%

44%

33%

63%

4%

4%

24%

2%

22%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

奥入瀬渓流の環境保全に少しでも役に立ちたい

普段より良い環境で奥入瀬を満喫できると思ったから

車で来ると、奥入瀬渓流区間を散策できないから…

シャトルバスが運行されているから

トイレが増設され安心・快適に散策できるから

スタンプラリーに参加したかったから

ボランティアガイドに参加したかったから

奥入瀬源流水などの商品割引が魅力だから

イベント自体に魅力を感じたから

その他

無回答

H30 n=118 MA=203

R1    n=108 MA=245

資料：各年プロジェクト参加者アンケート

“環境保全に役に立ちたい”等の動機もみられ継続実施
により本取り組みの主旨が少しづつであるが着実に浸透

専門家意見を反映した
キャッチコピー、デザイン
等を導入し、パンフレッ
トをブラッシュアップ

パンフレットのブラッシュアップによるＰＲ効果
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シャトルバスの利用満足度

H29

H30～

シャトルバスの運行により
ゆっくりゆったりした散策が楽しめる

車の少ない環境が、より自然の奥入
瀬を体験できる。
車の少ない環境を望んでいる

ＰＲフレーズ

『クルマを使わず、
静かな渓流を感じよう。』

は大好評！


